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９月定例会の内容をわかりやすくお伝えします。

令和５年12月１日発行 No.71

C ON T E N T S

あさひ議会だより

ぎ か い T I M E S

各産業の担い手と市民が交流する旭市産業まつりが、４年
ぶりに開催されました。１万5000人が来場し、大盛況のう
ちに幕を閉じました。

あさひオータムジャンボリー２０２３
〜旭市産業まつり〜



　前年度と比較して、歳出は37億3813万円の減少。歳出決算額の主な項目の前
年度比について、民生費は前年度比8.0%の減少、総務費は前年度比34.6%の減
少、衛生費は前年度比1.9%の増加となっている。

　前年度と比較して、歳入は
43億6549万円の減少。歳入
決算額の主な項目の前年度比
について、地方交付税は前年
度比0.5％の減少、市税は前
年度比3.3％の増加、国県支
出金は前年度比18.3％の減少
となっている。

一
般
会
計
歳
出

３
１
０
億
５
０
０
０
万
円
を
認
定

令
和
４
年
度
決
算

歳出　310億5000万円

歳入　324億7712万円

借金の返済に
使ったお金です。

児童、高齢者、障が
い者などの社会福祉
に使ったお金です。

庁舎管理や税金徴収、
住民票などの発行に
使ったお金です。

健康増進、疾病予防、
ごみ処理、環境保全
に使ったお金です。

道路や公園などの
整備、維持管理に
使ったお金です。

歳入
（収入）

総務費総務費
50億6588万円50億6588万円
16.3%16.3%

民生費民生費
96億8539万円96億8539万円
31.2%31.2%

衛生費	衛生費	
44億8987万円44億8987万円
14.5%14.5%

公債費	公債費	
31億3792万円31億3792万円
10.1%10.1%

教育費教育費
29億9312万円29億9312万円
9.6%9.6%

土木費土木費
26億7206万円26億7206万円
8.6%8.6%

農林水産業費農林水産業費
9億6633万円9億6633万円
3.1%3.1%

消防費消防費
10億7317万円10億7317万円
3.5%3.5%

その他その他
9億6627万円9億6627万円
3.1%3.1%

地方交付税地方交付税
91億8403万円91億8403万円
28.3%28.3%

市税市税
78億5345万円78億5345万円
24.2%24.2%

国庫支出金国庫支出金
47億1342万円47億1342万円
14.5%14.5%

市債市債
17億8060万円17億8060万円
5.5%5.5%

県支出金県支出金
17億1846万円17億1846万円
5.3%5.3%

繰越金繰越金
20億5448万円20億5448万円
6.3%6.3%

地方消費税交付金地方消費税交付金
16億287万円16億287万円
4.9%4.9%

諸収入諸収入
10億9140万円10億9140万円
3.4%3.4%

その他その他
24億7841万円24億7841万円
7.6%7.6% 自治体の規模や財政

力に応じて国から交
付されたお金です。

歳出
（支出）
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出産祝金を支給
決算額 2540万円

１年以上前から旭市内に住んで
いる方が、第２子以降を出産し
た際に出産祝金を支給。
支給実績　182人

シティプロモーション推進
決算額 1560万円

官民一体の組織「あさひロケー
ションサービス協議会」を設立
し、ロケの受け入れ体制を整備
した。99件のロケの問い合わせ
があり、うち22件の撮影を実施。

乳幼児紙おむつ給付
決算額 2720万円

２歳未満の乳幼児を養育する保
護者に対して、紙おむつ購入券

（月3000円）を給付。
給付乳幼児数　763人

商業活性化推進
決算額 8285万円

地域商業の活性化のためプレミ
アム付商品券の発行や商業組織
等が実施するイベント等の各種
事業に対し、一部を助成。

省エネ設備設置助成
決算額 610万円

住宅用省エネ設備等の導入に対
し、設置費用の一部を補助。
太陽光発電設備　44件
定置用リチウムイオン蓄電シス
テム 　57件

コロナワクチン接種　 コロナ患者の病床確保支援
決算額 5億866万円 決算額 1億円

市民が早急かつ円滑にコロナワクチンを接種できるよ
う、集団接種を中心とした接種を実施。
令和４年度接種者　　８万5367人

コロナ感染症患者を受け入れるために空床を確保した医
療機関に対して支援金を交付。
令和４年度実績　一般病床　　6096床
　　　　　　　　ＩＣＵ救急　　739床

社会教育施設再編
決算額 1億7839万円
建築後50年以上が経過した「旧
旭市民会館」と「旧旭市青年の
家」の解体撤去工事等を実施。

住宅リフォーム補助
決算額 1862万円

市内施工業者と契約し、自己が
居住する住宅のリフォーム工事
を行った者に対し補助を実施。
補助実績　　119件

コロナ対策事業

令和４年度に実施した事業の一部を紹介します。

令和４年度

主な事業
Pick Up !
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お金の使い方を詳しくチェック
　予算の使い方が適正であったか、効果があったかなどをチェックするために「決算審査特別委員会」を設置
し、令和４年度各会計決算８議案を２日間にわたり審査しました。
　審査の結果、いずれも原案のとおり認定・可決すべきものと決しました。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算

総　
　
務

問
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
事
業
に
つ
い
て
、
登

録
者
数
と
開
始
当
初
の
令
和
２
年
度
か
ら

令
和
４
年
度
ま
で
の
利
用
者
数
は
。

答
令
和
４
年
度
末
の
登
録
者
数
は
1

 

4

 
6
 0 

人
。
利
用
者
数
は
、
令
和
２
年
度
が
４
０

９
１
人
、
令
和
３
年
度
が
5
3
7
3
人
、
令
和

４
年
度
が
6
6
4
8
人
。

問
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
経
済
効
果
は
。

答
は
っ
き
り
と
し
た
数
字
は
出
て
い
な
い
が
、

弁
当
代
や
宿
泊
費
等
で
単
純
に
市
内
で
使

わ
れ
た
金
額
と
し
て
は
1
1
2
万
円
。

民　
　
生

問
緊
急
通
報
装
置
に
つ
い
て
、
何
世
帯
に
貸

し
出
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
費
用
を
無
償

化
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

答
2
7
3
世
帯
に
貸
し
出
し
て
い
る
。
費
用

は
所
得
税
の
年
額
で
利
用
者
負
担
額
を
決

め
て
お
り
、
９
割
以
上
の
世
帯
が
所
得
税
非
課

税
世
帯
の
た
め
、
本
人
負
担
な
し
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
無
償
化
の
予
定
は
な
い
。

問
一
時
預
か
り
事
業
の
年
間
利
用
者
数
の
実

績
は
。

答
５
施
設
で
利
用
実
績
が
あ
り
、
実
利
用
者

数
は
70
名
、
延
べ
利
用
者
数
は
7
1
5
名
。

環　
　
境

問
犬
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
普
及
補
助
金
に

つ
い
て
地
域
猫
は
対
象
に
な
る
の
か
。

答
補
助
金
交
付
要

綱
で
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
犬

猫
の
飼
い
主
で
あ
る

こ
と
が
条
件
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
猫
は
対
象
と
な

ら
な
い
。

問
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
補
助
金
の
対
象

は
新
設
だ
け
か
。

答
新
設
、
改
良
、
修
繕
と
も
に
対
象
と
な
る
。

そ
の
ほ
か
に
移
動
式
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
補
助
も
あ
る
。農　

　
業

問
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
額
は
。

答
令
和
４
年
度
は
58
万
7
0
0
0
円
、
令
和

３
年
度
は
72
万
2
0
0
0
円
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
市
で
把
握
し
て
い
る
も
の
だ
け
な
の
で
、

こ
れ
以
外
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

商　
　
業

問
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
広
告
の

再
生
回
数
は
。

答
約
15
秒
の
P
R
動
画
を
昨
年
の
６
月
か
ら

８
月
の
約
２
か
月
配
信
し
、
最
後
ま
で
視

聴
し
た
数
で
８
万
1
0
7
9
回
。

問
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
管
理
委
託
料
の
委

託
先
と
業
務
内
容
は
。

答
ロ
ザ
リ
オ
聖
母
会
へ
清
掃
や
鍵
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
開
け
閉
め
を
委
託
し
て
い
る
。

土　
　
木

問
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
1
1
9
件
の

工
事
内
容
内
訳
は
。

答
外
壁
・
屋
根
が
78
件
、
浴
槽
や
ト
イ
レ
、

キ
ッ
チ
ン
等
水
回
り
が
30
件
、
内
装
建
具

が
８
件
、
増
築
が
３
件
。

教　
　
育

問
育
英
資
金
給
付
事
業
の
周
知
に
つ
い
て
、

ど
こ
ま
で
の
高
校
等
へ
周
知
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
在
学
中
の
大
学
生
等
へ
の
周
知
方

法
は
。

答
市
内
中
学
校
５
校
、
北
総
地
区
の
公
立
及

び
私
立
の
高
校
18
校
に
対
し
申
請
書
等
の

一
式
を
送
付
し
て
い
る
。
大
学
に
は
特
に
周
知

を
行
っ
て
い
な
い
が
、
広
報
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

毎
年
２
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
周
知
し
て
い
る
。

決算審査特別委員会

委員長 遠藤　保明
副委員長 桐　文夫

委員

宮澤　芳雄
島田　　恒
井田　　孝
㟢山　華英
戸村ひとみ
菅谷　道晴
常世田正樹

決算審査特別委員会
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９月
定例会

会期　９月４日～９月27日（24日間）

市長提出議案
●決算案件………８件
●予算案件………３件
●条例案件………３件

　この定例会には、令和４年度各会計決算、令和５年度各会計補正予算、条例の一部改正、専決処分
の承認など14議案が市長より提出され、いずれも原案のとおり認定・可決・承認されました。

議 案 審 議

議案
第９号

令
和
５
年
度

旭
市
一
般
会
計
補
正
予
算

中
央
第
二
保
育
所
と
ゆ
た
か
保
育
所
を

統
合

　
（
仮
称
）中
央
第
二
・
ゆ
た
か
統
合
保
育
所
建

設
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
７
年
４
月
１
日

の
開
所
を
目
指
す
。
履
行
期
間
が
令
和
６
年
度

に
ま
た
が
る
こ
と
か
ら
、
債
務
負
担
行
為
を
設

定
。
全
体
事
業
費
は
施
工
監
理
業
務
委
託
が

1
2
4
3
万
1
0
0
0
円
、
建
設
工
事
が
８
億

4
4
4
7
万
1
0
0
0
円
で
、
翌
年
度
以
降
の

債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
限
度
額
は
、
施
工

監
理
業
務
委
託
が
1
0
1
9
万
3
0
0
0
円
、

建
設
工
事
は
６
億
9
2
4
6
万
6
0
0
0
円
。

議案
第11号

旭
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

全
国
で
始
ま
る
ス
マ
ホ
を
用
い
た　
　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
対
応
す
る
た
め
改
正

　
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電

子
証
明
書
の
機
能
が
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
搭
載
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
コ
ン
ビ

ニ
等
に
お
け
る
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
申
請

に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た

方
法
の
ほ
か
に
ス
マ
ホ
を
用
い
た
方
法
を
加
え

る
た
め
改
正
を
行
う
。
ス
マ
ホ
を
用
い
た
コ
ン

ビ
ニ
等
で
の
証
明
書
の
交
付
が
可
能
と
な
る
の

は
、
全
国
で
今
年
10
月
以
降
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
は
、
ほ
か
に
住
民
票

の
写
し
や
戸
籍
の
証
明
書
等
も
取
得
で
き
る
が
、

そ
れ
ら
の
交
付
申
請
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
法
律
で
改
正
済
。

議案
第13号

旭
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

蓄
電
池
設
備
の
大
容
量
化
に
対
応
す
る

た
め
改
正

　
対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理

並
び
に
対
象
火
気
器
具
等
の
取
扱
い
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

蓄
電
池
設
備
等
の
新
た
な
蓄
電
池
設
備
や
、
昨

今
の
蓄
電
池
設
備
の
大
容
量
化
等
に
十
分
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
旭
市
火
災
予
防
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
。

問
こ
の
条
例
改
正
に
よ
る
事
業
者
へ
の
影
響
は
。

答
事
業
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
や
工
事
中
の
も
の

に
対
し
て
は
現
行
通
り
と
な
り
、
新
た
に
規
制

対
象
と
な
る
も
の
に
対
し
て
は
、
施
行
日
か
ら

２
年
以
内
は
現
行
通
り
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
条
例
改
正
に
よ
る
事
業
者
へ
の
影
響
は
な
い
。

上：中央第二保育所　下：ゆたか保育所
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常任委員会審査Ｑ＆Ａ
議案や請願・陳情を分野別に各委員会に振り分け、専門的に審査をします。審査後は、賛成・反対を決め、
本会議で報告します。

旭市空家等の適切な管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定について
（議案第12号）

Ｑ現在、把握している特定空家の数
は。

Ａ平成30年に空き家の一斉調査を
行っており、市内に特定空家になり

える建物が106件あることを確認してい
る。同様の調査を本年度実施中であり、
最新の数値は年度末に把握できる。

Ｑ空家等管理活用支援法人に管理を
委託する場合、具体的な委託内容は。

Ａ例えば年に２回の草刈りや立木の
手入れ、月に１回の窓開け、換気

等が含まれると思われる。

Ｑ市長から勧告を受けた場合、すぐ
に固定資産税の減額を解除される

のか。

Ａ指導をして改善されない場合に勧
告、勧告で反応がない場合に固定

資産税の特例の解除となる。特定空家
に指定されて、すぐに固定資産税の特
例が解除されるというわけではない。

審査結果
委員会付託の１議案について、全員賛
成で原案のとおり可決。

建設経済常任委員会

旭市浄化センターを視察

令和５年度旭市一般会計補正予算につ
いて（議案第９号）

Ｑ保育所統合整備事業について、統
合保育所の設計で事故予防や安全

に対し、気を付けるべき点や工夫した
点はあるか。

Ａ平屋造りであり保護者や子どもた
ちの様子が安全に配慮して見て取

れる形となっている。また、事務室と
０、１歳児の保育室が接している。２
歳児の保育室からは、子ども達が外に
出て行かないよう施錠ができる作りと

なっている。園舎の周りをフェンスで
囲み、防犯カメラ等も多く設置する予
定。
専決処分の承認について（令和５年度
旭市一般会計補正予算）（議案第14号）

Ｑ新型コロナワクチンの秋開始接種
の対象者について、１回目の方も

対象なのか。また、接種年齢は。

Ａ１回目の方も対象。接種年齢は生
後６か月以上。また、ワクチン

についてはＸＢＢ.1.5※対応ワクチン。
※ＸＢＢ.1.5…解説は16ページ

審査結果
委員会付託の３議案について、全員賛
成で原案のとおり可決、承認。

文教福祉常任委員会

匝瑳市のＦＬＯＷＥＲ ＣＨＩＬＤＲＥＮで
病児保育を視察

令和５年度旭市一般会計補正予算につ
いて（議案第９号）

Ｑちば消防共同指令センターの指令
システム機器全体更新負担金につ

いて、更新内容と全体事業費は。

Ａちば消防共同指令センターは、千
葉市消防局内にあり、県北東部、

南部の20の消防本部で構成されてい
る。指令システム機器は運用開始から
10年が経過しており、機器の更新が
必要となる。令和５年度から令和８年

度までの４年間で機器の全体更新を行
い、総額は52億3493万3000円。更
新により指揮隊にタブレットが配付さ
れ、現場の画像が指揮本部や指令セン
ターでも共有できることが大きなメ
リット。

旭市印鑑条例の一部を改正する条例の
制定について（議案第11号）

Ｑマイナンバーカードを使用したコ
ンビニでの証明書の交付率は。

Ａマイナンバーカードでのコンビニ
交付は市全体で発行する、住民票

や印鑑登録証明書等のうち10％程度。

審査結果
委員会付託の３議案について、全員賛
成で原案のとおり可決。請願１件につ
いて、賛成多数で採択。

総務常任委員会
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討 論

〈議案第１号〉

反対
松木源太郎議員
　１点目、生涯活躍のまち形成事業、イオン旭中央がで
きてすぐ、サンモールのイオンが撤退しました。40年
間あった店がなくなり、これから中心市街地はどうなる
のでしょうか。市は全く関心を示しません。
　２点目、サッカー場の完成と同時に、12の社会体育
施設を指定管理者制度にしました。市が社会体育施設で
市民のスポーツの指導をする役割はどこへ行ってしまっ
たのでしょうか。
　３点目、第２期旭市子ども・子育て支援事業計画が作
成されて４年たちますが、子どもの貧困対策は全く調査
もせず、行動計画もありません。

　４点目、市立干潟保育所を指定管理期間15年が過ぎ
たら学校法人に無償で譲渡し、市有地は無償で貸与、こ
んなことが頻発したら、市立保育所は必要ないというこ
とでしょうか。
　５点目、地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院に、
市は１億円を支援しました。どのように使われたか質疑
したところ、病院のホームページを見ていただきたいと
の回答でした。支援したらその報告をきちんとすべきで
はないでしょうか。
　６点目、防災行政無線の運用については、多くの市民
から、「聞こえないと連絡してもなしのつぶてです」など
の声を聞きます。これでよいのでしょうか。
　７点目、広報の配布の問題です。広報あさひは740万
円ほどかけて、60％の家庭にしか届いていません。
　以上、７点は一例ですが、このような点をなくし、住
民の立場に立った行政を進める必要があり、以上の理由
により令和４年度旭市一般会計決算の認定に反対いたし
ます。

討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、
議員が賛成か反対かの自己の意見を表明することです。

議案２　�令和４年度旭市病院事業債管理特別会計決算の認
定について	

議案３　�令和４年度旭市国民健康保険事業特別会計決算の
認定について

議案４　�令和４年度旭市後期高齢者医療特別会計決算の認
定について

議案５　�令和４年度旭市介護保険事業特別会計決算の認定
について

議案６　�令和４年度旭市水道事業会計剰余金の処分及び決
算の認定について

議案７　�令和４年度旭市公共下水道事業会計剰余金の処分
及び決算の認定について

議案８　�令和４年度旭市農業集落排水事業会計剰余金の処
分及び決算の認定について

議案９　�令和５年度旭市一般会計補正予算の議決について
議案10 �令和５年度旭市介護保険事業特別会計補正予算の

議決について	
議案11 �旭市印鑑条例の一部を改正する条例の制定につい

て
議案12 �旭市空家等の適切な管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定について
議案13 �旭市火災予防条例の一部を改正する条例の制定に

ついて		
議案14 �専決処分の承認について（令和５年度旭市一般会

計補正予算）
		

全員賛成で議決した議案

議
案
番
号

件　
　
名

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
常
世
田
正
樹

伊
藤　
春
美

菅
谷　
道
晴

戸
村
ひ
と
み

伊
場　
哲
也

﨑
山　
華
英

永
井　
孝
佳

井
田　
　
孝

島
田　
　
恒

桐　
文
夫

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

宮
内　
　
保

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

松
木
源
太
郎

 市　長　提　出　議　案
1 令和４年度旭市一般会計決算の認定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 ×

 請　願
3 インボイス制度の中止を求める請願 不採択 × × 〇 〇 〇 × × 〇 × × × × × × 〇 × × × 議 ○

○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　議＝議長
※議長は採決に加わりません。賛否が分かれた議案と審議結果

令和５年第３回定例会 審議結果一覧
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一般質問
市政を問う！

第３回定例会

銚
子
連
絡
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

問
匝
瑳
市
か
ら
の
３
期
区
間
が
令

和
４
年
４
月
に
事
業
化
さ
れ
た

が
、
本
市
の
Ｉ
Ｃ（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
）が
想
定
さ
れ
る
地
域
へ
の
道
路
整

備
計
画
を
伺
う
。

答
１
か
所
目
は
、
鎌
数
工
業
団
地

の
東
側
を
南
北
に
走
る
谷
丁
場

遊
正
線
の
終
点
部
か
ら
銚
子
連
絡
道
路

に
接
続
す
る
道
路
と
し
て
Ｉ
Ｃ
ま
で
の

区
間
を
整
備
す
る
計
画
。
２
か
所
目
は
、

市
役
所
の
南
側
ハ
地
先
、
県
道
旭
停
車

場
線
と
接
続
す
る
箇
所
へ
Ｉ
Ｃ
を
設
置

す
る
計
画
だ
が
、
周
辺
道
路
の
整
備
計

画
は
な
い
。
平
面
交
差
と
な
る
、
道
の

駅
季
楽
里
あ
さ
ひ
の
前
面
道
路
に
接
続

す
る
箇
所
は
、
整
備
方
針
に
つ
い
て
県

と
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

問
谷
丁
場
遊
正
線
に
通
じ
る
Ｉ
Ｃ

ま
で
が
完
成
し
た
時
点
で
、
運

用
を
開
始
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
は
利
便
性
が
上

が
る
の
で
は
な
い
か
。

答
現
在
道
路
幅
を
決
定
す
る
た
め

の
予
備
設
計
等
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
３
期
区
間
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
13
㎞
全
線
を
対
象
に
事
業

を
進
め
て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

学
校
再
編
推
進
事
業
に
つ
い
て

問
干
潟
地
域
は
古
城
小
が
統
合
先

の
候
補
に
挙
が
っ
て
い
る
が
、

屋
内
運
動
場
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

入
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
子
ど
も

た
ち
を
通
わ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

答
干
潟
地
域
の
小
学
校
の
う
ち
、

中
和
小
と
萬
歳
小
は
校
舎
全
体

が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
入
っ
て
い
る

の
に
対
し
、
古
城
小
は
屋
内
運
動
場
だ

け
し
か
入
っ
て
い
な
い
た
め
、
校
舎
は

安
全
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
古
城
小
を

活
用
し
よ
う
と
す
る
方
針
。
急
傾
斜
地

は
市
の
保
安
林
で
、
県
北
部
林
業
と
協

議
を
進
め
、
樹
木
等
を
伐
採
し
て
現
地

確
認
を
行
い
、
さ
ら
な
る
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
の
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問
古
城
小
を
統
合
の
候
補
地
と
す

る
場
合
は
、
安
全
を
確
保
で
き

て
か
ら
と
い
う
認
識
で
い
い
か
。

答
安
全
対
策
が
必
要
か
の
確
認
を

行
い
、
学
校
敷
地
内
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
も
改
修
工
事
の
設
計
の
際

に
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て

井田 孝 議員

一般質問とは、本会議で議員が行う市政全般に関する質問です。旭市のさまざまな課題など
について、市の考えを聞き、説明を求めます。主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。
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旭
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
つ
い
て

問
こ
れ
ま
で
の
計
画
策
定
方
法
と

新
し
い
計
画
の
策
定
状
況
は
。

答
策
定
の
前
年
度
に
市
民
意
識
調

査
、
策
定
年
度
に
は
策
定
委
員

会
を
設
置
し
専
門
部
会
を
置
き
、
関
係

課
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。
ま
た
、
学

識
経
験
者
や
関
係
団
体
に
よ
る
推
進
懇

話
会
の
開
催
、
パ
ブ
コ
メ
に
よ
り
市
民

か
ら
意
見
聴
取
し
策
定
し
て
い
る
。

問
第
３
次
計
画
は
抜
本
的
な
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
が
、
先
進

自
治
体
の
計
画
を
参
考
に
し
な
が
ら
今

一
度
計
画
の
見
直
し
が
で
き
な
い
か
。

答
第
３
次
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

は
前
計
画
か
ら
の
進
展
を
図
る

た
め
に
市
民
意
識
調
査
の
結
果
や
近
隣

市
等
の
計
画
を
勘
案
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
。
先
進
自
治
体
の
計
画
の
中
で
参

考
に
で
き
る
取
り
組
み
等
あ
れ
ば
計
画

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
精
査
し
た
い
。

女
性
の
就
農
・
起
業
を
増
や
す
取
り
組
み

問
女
性
の
経
営
関
与
と
収
益
の
増

加
に
は
相
関
関
係
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
市
の
農
業
を
さ
ら
に
活

性
化
し
て
い
く
為
に
も
、
女
性
の
就
農

や
起
業
、
連
携
を
増
や
す
取
り
組
み
は
。

答
市
で
は
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
就

農
希
望
す
る
人
を
対
象
に
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
県
で
は
ア
グ
リ
ウ
ー

マ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
本
年
10
月
に
農
業
女
子
交
流
会

を
開
催
予
定
。
市
と
し
て
も
協
力
し
て

い
く
こ
と
で
女
性
農
業
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
お
弁
当
に
つ
い
て

問
こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、
長
期
休

業
中
に
お
け
る
ク
ラ
ブ
の
昼
食

支
給
に
つ
い
て
自
治
体
へ
検
討
を
働
き

か
け
て
い
る
が
本
市
の
検
討
状
況
は
。

答
近
隣
市
町
の
状
況
や
、
民
間
委

託
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
調
査

を
し
て
い
る
。
近
隣
で
も
様
々
な
取
り

組
み
が
あ
る
中
で
本
市
で
の
実
施
が
可

能
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
実
施
し
て
も
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な

く
て
は
意
味
が
な
い
。
昼
食
支

給
に
つ
い
て
ク
ラ
ブ
利
用
す
る
保
護
者

へ
意
識
調
査
を
行
う
予
定
は
。

答
年
に
１
度
実
施
す
る
利
用
者
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、
昼
食
提
供

に
つ
い
て
も
調
査
を
行
い
た
い
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

自
治
体
Ｄ
Ｘ（
こ
ど
も
政
策
Ｄ
Ｘ
に

つ
い
て
）

定
住
の
促
進
に
つ
い
て

問
漁
師
の
方
か
ら
相
談
を
受
け
た
。

漁
業
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
漁
業
体
験
の
受
け
入
れ
を

始
め
た
い
が
宿
泊
費
用
の
負
担
が
大
き

な
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。
居
住
支
援

を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
居
住
支
援
に
つ
い
て
は
ニ
ー
ズ

の
把
握
や
必
要
な
支
援
の
内
容
、

空
き
家
対
策
も
含
め
て
の
居
住
施
設
の

調
達
、
運
営
、
管
理
等
の
検
討
を
行
う

必
要
が
あ
り
、
先
行
事
例
の
調
査
研
究

や
関
係
部
署
と
の
協
議
を
行
う
。

問
官
学
連
携
に
よ
る
地
域
の
課
題

解
決
、
地
域
の
活
性
化
、
大
学

生
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
よ
る
関
係

人
口
の
増
加
等
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に

な
る
と
思
う
が
、
近
隣
大
学
等
と
包
括

的
連
携
協
定
を
結
ぶ
予
定
は
あ
る
か
。

答
現
在
、
千
葉
工
業
大
学
と
の
包

括
連
携
協
定
に
向
け
て
調
整
し

て
い
る
。
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

大
学
側
に
は
学
生
の
調
査
研
究
の
た
め

に
活
躍
す
る
場
所
や
機
会
を
提
供
し
、

市
は
大
学
側
か
ら
提
供
さ
れ
た
高
度
な

知
識
や
情
報
と
専
門
的
な
人
材
を
活
用

さ
せ
て
も
ら
え
る
。
ま
た
、
大
学
生
の

よ
う
な
若
い
人
材
が
地
域
と
交
流
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
事
業
所
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

安
全
で
快
適
な
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

問
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
開
発

さ
れ
た
住
宅
地
等
の
私
道
や
側

溝
に
老
朽
化
や
破
損
が
み
ら
れ
る
。
放

置
す
れ
ば
市
民
の
生
活
に
悪
影
響
を
与

え
る
と
思
う
が
、
市
が
修
繕
等
に
取
り

組
む
予
定
は
な
い
か
。

答
私
道
と
側
溝
の
維
持
管
理
や
補

修
等
に
つ
い
て
は
、
従
来
同
様

に
地
権
者
へ
お
願
い
し
た
い
。

問
私
道
の
維
持
管
理
を
行
政
が
出

来
な
い
の
で
あ
れ
ば
「
私
道
整

備
助
成
事
業
補
助
金
」
の
補
助
率
及
び

補
助
限
度
額
の
引
き
上
げ
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
近
隣
自
治
体
で
は
私
道
の
助
成

制
度
を
設
け
て
い
な
い
中
、
市

で
は
平
成
17
年
度
か
ら
助
成
を
行
っ
て

お
り
、
平
成
25
年
度
に
上
限
額
を
引
き

上
げ
る
等
、
制
度
の
拡
充
を
図
り
、
運

用
し
て
き
た
。
補
助
率
の
引
き
上
げ
や

補
助
限
度
額
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
今

後
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

住
居
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

常世田 正樹 議員

﨑山 華英 議員

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。
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永井 孝佳 議員

ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
対
策
に
つ
い
て

問
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
は
特※

定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
再
生
力
が
高
い
た
め
、
生
き
て
い

る
個
体
を
運
搬
す
る
と
拡
散
さ
せ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
断
片
が
こ
ぼ
れ

落
ち
な
い
よ
う
対
策
を
行
え
ば
、
焼
却

施
設
等
に
運
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
る
が
、

東
総
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却

処
理
で
き
る
の
か
伺
う
。　
　
　
　
　

答
東
総
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
袋

に
入
れ
密
閉
す
る
等
、
茎
や
葉
が
こ
ぼ

れ
落
ち
な
い
よ
う
に
対
策
す
れ
ば
、
東

総
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
処

理
は
可
能
。

飯
岡
台
地
の
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て

問
事
業
者
は
以
前
に
風
力
発
電
事

業
を
行
っ
て
い
た
事
業
者
と
同

じ
な
の
か
。
ま
た
、
非
常
に
大
き
な
パ
イ

ル
を
打
ち
込
ん
で
大
規
模
な
基
礎
工
事
を

行
っ
て
い
る
が
、
風
力
発
電
の
規
模
は
ど

の
く
ら
い
な
の
か
。

答
事
業
者
は
以
前
と
同
じ
事
業

者
。
以
前
は
8
5
0
㎾
の
風
車

が
５
基
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
は

2
3
0
0
㎾
の
風
車
を
４
基
建
設
す
る

計
画
と
伺
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
設

置
さ
れ
る
風
車
は
、
以
前
よ
り
も
大
型

で
、
羽
根
の
先
端
の
最
高
到
達
地
点
は

1
1
9
ｍ
に
な
る
。

問
以
前
の
風
車
で
あ
っ
た
問
題
、

電
波
障
害
や
風
切
音
の
騒
音
の

対
策
を
伺
う
。

答
事
業
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

電
波
障
害
は
発
生
し
な
い
と
い

う
見
解
で
あ
っ
た
。
電
波
障
害
が
生
じ

た
場
合
に
は
事
業
者
で
対
応
す
る
と
聞

い
て
い
る
。
ま
た
、
騒
音
に
つ
い
て
は

風
車
が
大
型
に
な
る
が
、
羽
根
の
先
端

が
通
過
す
る
位
置
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
た
め
、
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
と
の

こ
と
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

上
水
道
の
安
定
供
給
に
つ
い
て

問
漏
水
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め

に
水
道
管
の
更
新
計
画
を
前
倒

し
で
き
な
い
か
。

答
水
道
管
の
更
新
に
は
多
く
の
費

用
と
期
間
を
要
す
る
た
め
更
新

時
期
や
費
用
の
平
準
化
を
考
慮
し
た
計

画
的
な
更
新
が
必
要
。
旭
市
水
道
事
業

ビ
ジ
ョ
ン
及
び
旭
市
水
道
施
設
耐
震
化

計
画
に
基
づ
き
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

問
人
工
衛
星
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て

リ
ス
ク
の
高
い
場
所
か
ら
効
率

的
に
更
新
し
て
い
く
方
法
も
あ
る
が
見

解
を
伺
う
。

答
他
の
団
体
の
先
進
事
例
の
動
向

を
注
視
し
、
費
用
対
効
果
を
踏

ま
え
検
討
し
て
い
き
た
い
。

七
夕
市
民
ま
つ
り
の
交
通
規
制
に
つ
い
て

問
交
通
規
制
の
時
間
が
変
更
に

な
っ
た
経
緯
を
伺
う
。

答
８
月
６
日
、
７
日
は
午
後
６
時

か
ら
午
後
10
時
で
交
通
規
制
の

案
内
を
し
て
い
た
が
、
旭
警
察
署
の
判

断
で
６
日
は
午
後
５
時
50
分
頃
か
ら
午

後
９
時
30
分
頃
ま
で
、
７
日
は
午
後
５

時
30
分
頃
か
ら
午
後
９
時
15
分
頃
ま
で

に
変
更
に
な
っ
た
。
旭
警
察
署
か
ら
は

安
全
を
第
一
に
考
え
て
の
判
断
と
伺
っ

て
い
る
。

問
実
行
委
員
会
と
警
察
で
事
前
に

綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
周

知
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
交
通
規
制
を
伴
う
通
常
開
催
が

４
年
ぶ
り
と
い
う
事
で
ノ
ウ
ハ

ウ
が
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
中
で
の
開
催

と
な
っ
た
。
実
行
委
員
会
、
警
察
の
立

場
に
お
い
て
認
識
の
差
が
出
て
し
ま
っ

た
。
次
年
度
に
向
け
て
早
い
段
階
か
ら

協
議
が
行
え
る
よ
う
に
実
行
委
員
会
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

隣
地
か
ら
越
境
し
た
竹
木
の
切
り
取

り
に
つ
い
て

◦�

福
島
第
一
原
発
の
処
理
水
放
出
に
つ

い
て 

横根地先風力発電工事現場

宮内 保 議員

※�

特
定
外
来
生
物
…
解
説
は
16
ペ
ー
ジ
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農
業
の
振
興
に
つ
い
て

問
令
和
３
年
市
町
村
別
農
業
産
出

額
が
前
回
の
全
国
６
位
か
ら
11

位
へ
と
順
位
を
下
げ
た
原
因
分
析
と
、

農
業
産
出
額
増
加
に
向
け
た
今
後
の
取

り
組
み
は
。

答
市
の
産
出
額
は
、
県
の
産
出
額

を
案
分
し
て
作
成
さ
れ
る
た
め
、

県
が
４
位
か
ら
６
位
に
後
退
し
た
こ
と

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
、
担
い
手
の
確
保
対
策
、

農
業
基
盤
の
整
備
等
引
き
続
き
農
業
の

振
興
に
注
力
し
て
い
き
た
い
。

問
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
農
業
者
に

与
え
る
影
響
や
開
始
前
に
取
る

べ
き
対
応
は
。

答
登
録
は
任
意
な
の
で
、
個
々
の

経
営
に
よ
り
異
な
る
。

問
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
の
た

め
、
将
来
の
農
業
の
担
い
手
と

な
る
旭
市
の
子
ど
も
を
は
じ
め
と
し
た

多
様
な
担
い
手
の
確
保
、
育
成
に
向
け

た
支
援
策
は
。

答
ま
ず
は
農
業
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、

子
ど
も
た
ち
の
農
業
体
験
や
食
育
活
動

に
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

旭
の
子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て

問
我
が
国
の
食
料
自
給
率
を
一
層

押
し
下
げ
、
独
立
の
基
盤
で

あ
る
農
業
を
外
国
や
外
国
企
業
の
支
配

に
委
ね
る
政
策
を
進
め
る
国
に
対
し
て
、

地
方
は
農
業
生
産
と
消
費
の
現
場
か
ら
、

我
が
国
の
農
業
を
守
っ
て
行
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
農
業
を
守
る
こ
と
、
そ

れ
が
こ
の
ま
ち
の
子
ど
も
た
ち
を
守
り
、

こ
の
国
の
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
唯
一
の
道
だ
と
信
じ
て
い
る
。

旭
市
は
国
内
で
も
屈
指
の
農
業
産
出

額
を
誇
る
ま
ち
で
、
農
業
先
進
自
治
体

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
べ
き
、

と
い
う
観
点
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
食
や

農
業
を
学
習
す
る
「
食
農
教
育
」
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
伺
う
。

答
旭
市
の
特
徴
を
生
か
し
た
農
業

体
験
を
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
、

米
づ
く
り
教
室
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、
落
花

生
、
い
ん
げ
ん
豆
づ
く
り
等
を
子
ど
も

た
ち
が
体
験
し
て
い
る
。

問
学
校
給
食
費
の
恒
久
無
償
化
へ

の
検
討
状
況
は
。

答
本
年
７
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
、

第
１
子
か
ら
の
無
償
化
を
実
施

し
て
い
る
。
６
年
度
以
降
の
完
全
無
償

化
に
つ
い
て
は
、
財
源
確
保
も
含
め
て
、

さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

地
方
独
立
行
政
法
人
・
総
合
病
院
国

保
旭
中
央
病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て

問
千
葉
社
保
協
の
コ
ロ
ナ
対
策
の

質
問
に
市
は
「
市
立
病
院
が
な

い
の
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
行
っ
て
い
な

い
」
と
回
答
し
て
い
た
。
ま
た
、
決
算

で
は
、
旭
中
央
病
院
へ
病
床
確
保
の
た

め
１
億
円
の
援
助
を
し
た
と
の
報
告
が

あ
っ
た
が
、
内
容
は
病
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
る
よ
う
に
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
旭
中
央
病
院
は
市
立
病
院
で
あ

り
、
市
が
評
価
委
員
を
置
き
、

理
事
長
、
幹
事
を
任
命
し
て
い
る
ほ
か
、

市
が
定
め
る
中
期
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
病
院
が
策
定
す
る
中
期
計
画
は
議

決
案
件
と
な
る
。

防
災
行
政
無
線
の
改
修
事
業
に
つ
い
て

問
防
災
行
政
無
線
が
「
聞
こ
え
な

い
」
と
苦
情
を
伝
え
た
が
な
し

の
つ
ぶ
て
で
あ
る
と
の
声
は
事
実
か
。

答
庁
舎
移
転
後
、
受
信
不
良
が
増

え
て
い
る
。
８
月
末
で
31
件
が

解
消
で
き
て
い
な
い
。

市
道
Ａ
―
１
０
９
９
号
線
の
施
工

方
法
及
び
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て

問
田
ん
ぼ
脇
の
道
路
で
擁
壁
部
分

の
舗
装
に
穴
が
開
い
て
い
る
が

原
因
は
。

答
平
成
４
年
に
で
き
た
道
路
で
30

年
経
過
し
て
い
る
。
パ
ト
ロ
ー

ル
等
で
陥
没
個
所
補
修
等
速
や
か
に
対

応
し
安
全
管
理
に
努
め
る
。

第
３
期
旭
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
第
２
期
計
画
で
は
、
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
拠
点
の
整
備
を
挙

げ
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
支
援
家
庭

を
ど
う
把
握
す
る
か
記
載
が
な
い
。
子

ど
も
の
貧
困
家
庭
の
把
握
調
査
や
調
査

結
果
に
基
づ
く
貧
困
対
策
、
分
析
結
果

を
踏
ま
え
た
素
案
作
成
、
こ
れ
ら
に
よ

り
次
期
計
画
を
作
成
し
て
ほ
し
い
。

答
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
は
、
今
年
度
と
来
年

度
で
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
庁

内
で
検
討
し
て
進
め
て
い
く
。

問
令
和
４
年
度
に
始
ま
っ
た
ス
ト
ッ

プ
少
子
化
大
作
戦
で
少
子
化
が

食
い
止
め
ら
れ
る
か
。

答
移
住
・
定
住
か
ら
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
を
一
連
の
も
の
と
捉
え
、

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
効
果
が
期

待
で
き
る
市
独
自
の
取
り
組
み
。

松木源太郎 議員

戸村 ひとみ 議員
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物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問
ガ
ソ
リ
ン
や
食
料
品
、
電
気
・

ガ
ス
等
の
値
上
が
り
に
対
し
、

市
と
し
て
家
計
や
中
小
企
業
へ
負
担
軽

減
の
支
援
策
は
考
え
て
い
る
か
。

答
物
価
高
が
続
く
中
で
、
政
府
は

ガ
ソ
リ
ン
等
の
燃
料
油
の
高
騰

対
策
を
ま
と
め
た
上
で
、
９
月
中
に
は

電
気
や
ガ
ス
料
金
へ
の
対
応
を
含
め
た

追
加
の
経
済
対
策
を
示
す
と
報
じ
ら
れ

て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
国
か
ら
追
加

の
交
付
金
が
示
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
れ

ま
で
交
付
金
を
活
用
し
実
施
し
て
き
た

経
済
対
策
を
勘
案
し
、
生
活
者
・
事
業

者
へ
の
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
駒
込
橋
の
欄
干
が
老
朽
化
し
、

さ
び
て
穴
が
空
き
危
険
な
状
態

だ
が
、
早
急
な
対
応
は
で
き
な
い
か
。

答
当
該
橋
梁
に
つ
い
て
は
令
和
３

年
度
に
行
っ
た
点
検
で
も
、
欄

干
等
の
修
繕
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
、
現
在
、
修
繕
工
事
の
実

施
に
向
け
て
駒
込
堰
を
所
管
す
る
関
東

農
政
局
等
の
関
係
機
関
と
工
事
方
法
等

の
協
議
を
進
め
て
い
る
が
、
時
間
を
要

し
て
い
る
。
欄
干
の
老
朽
化
が
か
な
り

進
ん
で
い
る
状
況
な
の
で
、
早
急
に
工

事
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
国
道
1
2
6
号
沿
い
に
あ
る
ば

ん
ど
う
太
郎
旭
店
か
ら
南
に
下

り
る
道
路
で
、
県
道
を
ま
た
ぐ
井
戸
野

大
根
川
交
差
点
付
近
ま
で
の
南
北
線
の

道
路
の
段
差
が
激
し
く
、
舗
装
の
や
り

直
し
は
で
き
な
い
か
。

答
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
当

該
路
線
の
舗
装
ひ
び
割
れ
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
令
和
３

年
度
か
ら
舗
装
修
繕
工
事
を
実
施
し
て

い
る
。
令
和
５
年
度
は
富
浦
小
学
校
北

西
側
付
近
の
約
3
2
0
ｍ
の
区
間
で
修

繕
工
事
を
実
施
し
、
今
年
度
ま
で
に
約

１
・
６
㎞
の
修
繕
工
事
を
完
了
。
次
年

度
以
降
も
継
続
し
て
、
舗
装
が
大
き
く

ひ
び
割
れ
る
等
状
態
が
悪
い
箇
所
か
ら

修
繕
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
に
つ
い

て
◦
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

◦
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
に
つ

い
て

◦
冷
水
機
の
設
置
に
つ
い
て

◦
次
亜
塩
素
酸
水
生
成
器
の
導
入
に
つ

い
て

河
川
・
水
路
の
外
来
植
物
対
策
に
つ
い
て

問
市
内
の
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト

ウ
や
チ
ク
ゴ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
等

の
外
来
植
物
等
の
繁
殖
状
況
は
。

答
市
内
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
ナ
ガ

エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
は
、
秋
田

川
や
そ
の
他
の
農
業
用
水
路
、
新
川
の

揚
水
機
場
で
確
認
さ
れ
た
。
チ
ク
ゴ
ス

ズ
メ
ノ
ヒ
エ
の
確
認
は
取
れ
な
か
っ
た

が
、
類
似
の
シ
マ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
は
、

市
内
の
広
範
囲
で
確
認
さ
れ
た
。

問
防
除
対
策
と
し
て
除
草
剤
の
使

用
は
有
効
で
あ
る
か
。
ま
た
、

駆
除
に
対
し
て
市
の
補
助
は
あ
る
か
。

答
河
川
や
水
路
へ
は
水
生
生
物
等

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

除
草
剤
は
使
用
で
き
な
い
。
重
機
や
手

作
業
に
よ
る
除
去
が
一
般
的
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
外
来
植
物
駆
除
に
関
す

る
市
の
補
助
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。

公
有
財
産
の
適
正
な
管
理
と
運
用
に
つ
い
て

問
干
潟
地
域
の
普
通
財
産
と
行
政

財
産
の
状
況
に
つ
い
て
、
台
帳

上
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た
、
干

潟
公
民
館
等
の
跡
地
利
用
は
。

答
行
政
財
産
の
土
地
が
32
万
７
３

５
㎡
、
普
通
財
産
の
土
地
が
３

万
8
1
1
9
㎡
。
干
潟
公
民
館
の
跡
地

は
、
ひ
か
た
市
民
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
跡
地
は
、
古

城
保
育
所
の
駐
車
場
、
旧
第
三
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
跡
地
は
、
地
元
消
防
団
の

消
防
庫
と
干
潟
中
学
校
用
地
と
し
て
使

用
し
て
い
る
。

問
干
潟
地
域
の
集
会
施
設
の
過
去

３
年
の
利
用
状
況
は
。

答
萬
歳
地
区
多
目
的
研
修
セ
ン

タ
ー
は
、
令
和
２
年
度
が
７
１

４
人
、
令
和
３
年
度
が
6
1
7
人
、
令

和
４
年
度
が
6
5
3
人
、
萬
力
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
２
年

度
が
1
4
2
0
人
、
令
和
３
年
度
が
１

２
６
１
人
、
令
和
４
年
度
が
1
5
0
3

人
、
入
野
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、

令
和
２
年
度
が
1
7
7
2
人
、
令
和
３

年
度
が
1
2
4
4
人
、
令
和
４
年
度
が

1
4
3
5
人
。

伊藤 房代 議員

遠藤 保明 議員

秋田川上流部のナガエツルノ
ゲイトウ（令和５年７月撮影）
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ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

誰
も
が
安
心
し
て
自
宅
で
最

期
を
迎
え
る
た
め
に

問
独
り
暮
ら
し
の
方
が
、
自
宅
で

安
心
し
て
最
期
を
迎
え
る
た
め

に
準
備
し
て
お
く
こ
と
は
。

答
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
等
を
作

成
し
、
自
分
の
意
思
を
分
か
る

よ
う
に
し
て
お
く
方
法
が
あ
る
。
当
然
、

家
族
や
主
治
医
、
関
係
機
関
の
理
解
が

必
要
で
あ
り
、
共
通
認
識
を
持
っ
て
お

く
こ
と
も
大
切
。

問
死
体
検
案
書
が
提
出
さ
れ
た
場

合
は
、
市
か
ら
の
葬
祭
費
５
万

円
支
給
に
加
え
て
、
さ
ら
な
る
助
成
金

の
支
給
は
で
き
な
い
か
。

答
死
体
検
案
の
費
用
に
関
す
る
助

成
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は

な
い
。

問
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
準
備

し
て
い
て
も
保
管
場
所
を
伝
え

て
い
な
い
と
、
そ
の
方
の
意
思
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
希
望
者
の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
市
で
保
管
で
き

な
い
か
。

答
市
で
は
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

と
し
て
「
私
の
希
望
ノ
ー
ト
」

を
発
行
し
て
い
る
。
保
管
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
台
帳

の
登
録
を
受
け
付
け
て
お
り
、
高
齢
者

等
の
情
報
把
握
に
努
め
て
い
る
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

費
用
の
助
成
金
に
つ
い
て

問
帯
状
疱
疹
に
苦
し
む
市
民
を
減

ら
す
た
め
に
、
帯
状
疱
疹
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
用
の
助
成
を
強
く
要
望
す
る
が

助
成
金
の
考
え
は
あ
る
か
。

答
帯
状
疱
疹
は
80
歳
ま
で
に
約
３

人
に
１
人
が
発
症
す
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、
激
痛
も
続
く
つ
ら
い
病
気

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
帯
状
疱
疹

を
予
防
す
る
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
有

効
で
あ
り
、
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
も
軽

減
す
る
こ
と
か
ら
市
民
の
皆
様
が
生
涯

健
康
で
健
や
か
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め

の
一
助
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。
国
の

動
向
や
近
隣
市
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

干
潟
地
域
の
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

問
市
全
体
の
統
合
に
先
駆
け
て
な

ぜ
干
潟
地
区
３
校
の
小
学
校
の

統
合
が
行
わ
れ
る
の
か
、
ま
た
古
城
小

案
は
ど
の
よ
う
な
理
由
な
の
か
伺
う
。

答
干
潟
地
区
は
児
童
・
生
徒
数
の

減
少
が
大
き
く
、
今
後
２
学
年

が
一
つ
の
教
室
で
学
習
す
る
複
式
学
級

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
速
や
か

に
着
手
し
た
。
ま
た
、
中
和
小
学
校
、

萬
歳
小
学
校
は
敷
地
全
体
が
土
砂
災
害

警
戒
区
域
に
入
っ
て
お
り
、
敷
地
面
積

も
狭
い
が
、
古
城
小
学
校
は
土
砂
災
害

警
戒
区
域
が
一
部
で
あ
る
こ
と
や
敷
地

面
積
が
一
番
広
い
た
め
、
統
合
小
学
校

の
候
補
地
と
し
た
。

問
こ
の
統
合
計
画
は
何
年
を
目
途

に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
各
説
明
会
や
地
域
検
討
会
議
に

１
～
２
年
、
代
表
者
会
議
や
準

備
委
員
会
で
２
～
３
年
と
想
定
し
て
お

り
、
統
合
ま
で
に
約
５
年
程
度
の
期
間

を
目
途
に
進
め
て
い
る
。

問
古
城
小
学
校
を
改
修
す
る
場
合
、

過
疎
債
は
使
え
る
の
か
伺
う
。

答
校
舎
等
の
改
修
工
事
は
、
国
庫

補
助
金
の
学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
の
対
象
事
業
で
、
補
助
金
額
は

過
疎
特
例
で
10
分
の
５
・
５
と
な
り
、

残
り
10
分
の
４
・
５
の
市
負
担
分
に
つ

い
て
全
て
過
疎
債
を
充
当
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て

問
中
学
校
の
部
活
動
が
地
域
に
移

行
さ
れ
る
が
、
市
で
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
ま
ず
は
休
日
に
お
け
る
地
域
移

行
を
進
め
、
平
日
に
お
け
る
活

動
に
つ
い
て
も
課
題
解
決
を
図
り
な
が

ら
、
徐
々
に
地
域
に
移
行
し
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

国
土
調
査
法
に
よ
る
地
籍
調
査
を

行
っ
た
土
地
へ
の
課
税
に
つ
い
て

伊藤 春美 議員

（仮称）干潟地域小学校候補地の古城小学校

旭市版エンディングノート

宮澤 芳雄 議員
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教
育
長
の
所
信
及
び
見
解
に
つ
い
て

問
教
育
の
更
な
る
充
実
に
つ
い
て

市
の
教
育
を
ど
の
よ
う
に
導
い

て
い
き
た
い
か
教
育
長
の
所
信
を
伺
う
。

答
「
教
育
こ
そ
が
ま
ち
づ
く
り
の

原
点
」
の
認
識
の
も
と
、
学
校

教
育
・
地
域
社
会
全
体
で
市
の
未
来
を

開
い
て
い
く
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が

重
要
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
地
域
住
民
、

関
係
機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
体
制

づ
く
り
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
発
掘

か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
市
の
教
育
課
題
は
何
で
、
具
体

的
に
ど
う
対
応
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
学
校
再
編
、
部
活
動
の
地
域
移

行
等
、
大
き
な
課
題
に
直
面
し

て
い
る
。
地
域
住
民
や
関
係
者
と
十
分

協
議
を
繰
り
返
し
一
つ
一
つ
丁
寧
に
進

め
て
い
く
。

医
療
の
充
実
に
向
け
て

問
市
内
の
小
児
科
医
院
不
足
を
ど

の
よ
う
に
補
お
う
と
し
て
い
る

の
か
見
解
を
伺
う
。

答
令
和
３
年
度
、
小
児
科
医
院
２

か
所
が
閉
院
し
、
現
在
、
旭
中

央
病
院
を
除
く
と
１
か
所
で
あ
る
。
受

診
対
応
に
つ
い
て
は
「
子
育
て
ガ
イ

ド
」
で
周
知
し
、
無
料
相
談
で
き
る

「
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談
」
の
利
用
と

「
赤
ち
ゃ
ん
全
戸
訪
問
」
で
お
知
ら
せ

し
て
い
る
。
改
善
が
必
要
で
あ
る
状
況

は
理
解
し
て
い
る
た
め
、
医
師
会
や
旭

中
央
病
院
等
に
意
見
を
伺
い
地
域
の
小

児
科
医
療
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

問
介
護
施
設
の
利
用
者
へ
の
支
援

は
十
分
足
り
て
い
る
か
。

答
市
内
の
介
護
施
設
は
16
か
所
。

利
用
料
の
支
援
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
用
の
１
割
負
担
の
ほ
か
食
費
・
居

住
費
に
つ
い
て
低
所
得
者
の
負
担
を
軽

減
し
て
い
る
。
高
額
負
担
に
な
っ
た
場

合
は
所
得
に
応
じ
上
限
額
を
超
え
た
分

が
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支
給

さ
れ
る
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
財
政
的
な
支
援
が
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
市
営
住
宅
の
今
後
の
運
営
計
画 

◦
農
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

◦
住
民
の
要
望
へ
の
対
応
・
方
策

◦
公
共
交
通
の
路
線
変
更
に
つ
い
て

◦�

利
便
性
の
高
い
旭
市
に
繋
げ
て
い
く

上
で
の
Ｊ
Ｒ
・
高
速
バ
ス
と
の
連
携

◦
旭
市
立
図
書
館
の
今
後
の
計
画

いつでもスマホであさひ議会だより

あさひ議会だよりを
アプリ「マチイロ」で配信しています

スマホで読もう
「あさひ議会だより」

　年４回（３月、６月、９月、12月）発行して
いる、あさひ議会だよりを第69号から「マチイ
ロ」で配信しています。あさひ議会だよりと広
報あさひの発行をお知らせする機能もあり、い
つでも広報誌を見ることができます。
　すでに広報あさひを閲覧するために、アプリ
を利用している人は、そのままで、あさひ議会
だよりを閲覧することができます。

「マチイロ」の便利な機能
◦新着情報と連動したプッシュ通知
◦広報誌のオフライン閲覧
◦オリジナルコンテンツの配信　など

マチを好きになるアプリ
下記ＱＲコードから
ダウンロードページに
アクセスできます。

※�アプリの使用は無料です
が、通信費は回線ごとの
負担になります。

※�アプリ内に広告が表示さ
れますが、旭市とは関係
ありませんのでご了承く
ださい。

ｉＰｈｏｎｅ Ａｎｄｒｏｉｄ

伊場 哲也 議員
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おひさまテラスを視察する茅野市議員 茅野市議会の皆さんと交流会 矢島正恒議長から訪問のご挨拶

　茅野市とは海と山の自然都市間で、市民、各種団体、産業経済、教育文化の交流を図ることや都市行政の相互研究
を行うこと等を基本として、旧旭市が昭和49年12月３日に姉妹都市提携を結びました。昭和62年からは姉妹都市交
流として、４年に１度お互いの市を訪ね、交流を深めています。
　今年度は茅野市議会から議長、副議長、議会運営委員会の皆さんが本市を訪れました。

10月５日　長野県茅野市議会議員が旭市を訪問

茅野市議会議員と交流会を実施

　視察後は旭市役所１階市民ホールで「脱コロナによる今
後の議会運営について」をテーマに意見交換を実施。
　傍聴人の制限や一般質問時間等の制限、今後の議会運
営の課題等について、互いの議会の状況等を共有し、活
発な意見交換を行うことができ、非常に実りある交流会
となりました。

視察後は交流会で意見交換をしました

●�ペーパーレス化による環境負荷の軽減、効果的・効率
的な議会運営が図れる。

●�資料の即時共有や配信、携行により議員活動の活性化
が図られる。 

●�議員同士や議会事務局との連絡ツールとして、スケ
ジュール管理や情報共有の効率化が図られる。

●�災害時の議員の安否確認、災害情報の共有化及び情報
伝達の迅速化、議員からの被災情報や要望の一元化が
図られる。

導入による効果

●道の駅「季楽里あさひ」
●飯岡刑部岬展望館～光と風～
●多世代交流施設「おひさまテラス」
●旭市役所の議場と展望階

旭市のここを視察してもらいました

導入したタブレット端末

　議員の調査環境の向上・議会資料等のペーパーレス化による
議会運営の効率化や省資源化の推進、情報の共有化を図るため、
８月からタブレット端末を導入し、９月定例会から運用を開始。
　来年３月定例会までは紙との併用により運用し、利用者の意
見・要望等を聞きながら課題点を洗い出し、より効率的な運用
形態となるよう改善を図り、６月定例会からの完全ペーパーレ
ス化を目指します。

議会のＩＣＴ化で資料をペーパーレス化

９月定例会からタブレット端末の運用を開始

ペーパーレス化のスケジュール
令和６年６月〜
原則電子データ

９月～令和６年３月
紙資料との併用 

８月
タブレット導入 

紙の資料をデータ化することでペーパーレス化
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編
集
後
記

月定例会の予定

いずれも10時から開催予定です。
日程は変更となる場合もありますので、ホーム
ページ等でご確認ください。

あさピーが解説

気になるあの用
・ ・

語
本紙で気になった
用語を解説するよ！

※�あさひ議会だよりは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準を満たす用紙、誰にでも読
みやすいUD（ユニバーサルデザイン）フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

ＱＸＢＢ.1.5ってな～に？

Ａ　オミクロン株の一つ。複数のタイプの新型コ
ロナウイルスが組み合わさった変異ウイルスの

こと。従来のＸＢＢよりもヒト細胞への結合が強化
され、さらに伝搬性が高くなっているのが特徴。
　また、中和抗体に対して高い抵抗性を持つといわ
れており、一度
新型コロナにか
かった後でも再
度感染する可能
性がある。

Ｑ特定外来生物ってな～に？

Ａ　外来生物であって、生態系、人の生命・身体、農
林水産業へ被害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれが

あるものの中から指定され、飼育・栽培・保管・運搬が
原則禁止されています。
　市ではナガエツルノゲイトウのほか、オオキンケイギ
クやアライグマ等の特定外来生物も目撃されています。

掲載は６ページ掲載は10ページ

日 月 火 水 木 金 土
11/26 27 28 29

開会

30   12/1 2

3 4

議案質疑

5 6

一般質問

7

一般質問

8

一般質問
（予備日）

9

10 11

建設経済
常任委員会

12

文教福祉
常任委員会

13

総務
常任委員会

14 15 16

17 18

閉会

19 20 21 22 23

（11月29日～12月18日）12

　
２
年
前
、
編
集
特
別
委
員
に
な

り
、
旭
市
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に

携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
号
の
発
行
で
最
後
だ
と
思
う
と

寂
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
年
４
回
の
発
行
で
し
た
が
、
市

民
の
み
な
さ
ま
が
見
や
す
い
よ
う

に
、
市
政
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
委
員
全
員
で
一

丸
と
な
り
、
編
集
作
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
担

当
職
員
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

細
か
い
修
正
や
指
摘
等
に
対
し
、

丁
寧
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
、
お
祭
り

や
行
事
等
が
一
斉
に
解
禁
と
な
り

ま
し
た
。
街
に
賑
わ
い
が
戻
り
、

人
々
の
表
情
に
も
明
る
さ
が
戻
り

ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
、
年
末
年

始
を
明
る
く
楽
し
く
過
ご
す
た
め

に
は
健
康
が
第
一
で
す
。
引
き
続

き
、
う
が
い
や
手
洗
い
等
の
感
染

症
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
読

者
の
み
な
さ
ま
、
２
年
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
委
員　
常
世
田
正
樹
）

オオキンケイギク アライグマ

みんな
分かったかな！

「新たな自治体防災対策と議会、議員の役割」についての講習を受講

　10月30日アートホテル成田で、研修会が行われ、跡
見学園女子大学観光コミュニティ学部の鍵屋一教授か
ら、災害時の議会・議員の使命や応急対策期にするべき
こと、してはならないこと、議員心得等について学びま
した。また、平時からの危機管理についても、改めて確
認しました。

千葉県北総地区
市議会正副議長会議員研修会

旭
市
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
永
井　
孝
佳

副
委
員
長　
井
田　
　
孝

委　
員　
　
戸
村
ひ
と
み

委　
員　
　
常
世
田
正
樹
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